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曲線 C : y = 2x¡ 2

x¡ 4 と直線 ` : y = ¡x¡ 1 の交点の x 座標を ®;¯ (® < ¯) とするとき，次の問いに答

えよ．

(1) 曲線 C の漸近線の方程式および ®;¯ の値を求めよ．

(2) 曲線 C と直線 ` で囲まれた図形の面積を求めよ．

(3) 連立不等式

\ 0 5 x 5 ¯

y 5 2x¡ 2x¡ 4

y = ¡x¡ 1

の表す領域を D とする．D を x 軸のまわりに 1 回転させてできる立体の体積を求めよ．� �
【テーマ】：回転体の体積S Ð ]
(1) では，分数式の漸化式は y = a

x¡ p + q の形に変形します．(2) は，グラフをかいて公式通り計算します．

(3) は，図形が回転軸を含んでいるので，対称移動させて考えます．g q
| Ä

D

(1) y = 2x¡ 2x¡ 4 =
2(x¡ 4) + 6
x¡ 4 =

6
x¡ 4 + 2 である．よって，曲線 C の漸近線の方程式は，

x = 4; y = 2ÝÝ(答)

である．また，C と ` の交点の x 座標は，

2x¡ 2
x¡ 4 = ¡x¡ 1() 2x¡ 2 = (¡x¡ 1)(x¡ 4)

() (x¡ 3)(x+ 2) = 0

よって，® = ¡2; ¯ = 3ÝÝ(答)

(2) (1) より，C と ` のグラフは右のようになる．
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ゆえに，求める面積 S は，

S =
Z 3

¡2
S 2x¡ 2x¡ 4 ¡ (¡x¡ 1)k dx

=

Z 3

¡2
# 2x¡ 2x¡ 4 + x+ 1; dx

=

Z 3

¡2
# 6
x¡ 4 + x+ 3; dx

= � 6 log x¡ 4 + 1
2
x2 + 3x„3

¡2

= # 9
2
+ 9;¡ (6 log 6 + 2¡ 6)

=
35
2
¡ 6 log 6ÝÝ(答)
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(3) 領域 D を図示すると右のようになる．
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y= ¡x¡ 1 のグラフの x 軸より下方部分を x 軸に関して対称

移動したグラフの方程式は y = x+ 1 であり，x> 0 において

x+ 1> 2x¡ 2x¡ 4 となるので，求める体積を V とすると，

V = ¼
Z 3

0
(¡x¡ 1)2 dx¡ ¼

Z 3

1
# 2x¡ 2x¡ 4 ;2 dx

= ¼� 1
3
(x+ 1)3 „3

0
¡¼
Z 3

1
# 6
x¡ 4 + 2;2 dx

=
43 ¡ 13

3
¼¡ ¼

Z 3

1
T 36
(x¡ 4)2

+
24
x¡ 4 + 4l dx

= 21¼¡ ¼�¡ 36
x¡ 4 + 24 log x¡ 4 + 4x„31

= 21¼¡ ¼ (36 + 12¡ 12¡ 24 log 3¡ 4)

= !24 log 3¡ 119¼ÝÝ(答)
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y = a

x¡ p + q をした分数関数のグラフでの漸近線は，x= p;y = q です．ちなみに，関数 y = f(x) のグラ

フにおいて，

a= lim
x!§1

f(x)
x ; b = lim

x!§1
ff(x)¡ axg

を満たす実数 a; b が存在するとき，漸近線 y = ax+ b が存在します．

(3) では，領域が回転軸を含んでいるので，図形を回転軸の片方に対称移動させたとき，上下関係を調べる必要が

あります．そのため本問では，y = x+ 1 と y = 2x¡ 2
x¡ 4 の大小を比較しています．何も調べずに単に計算だけを

していると減点は避けられません．
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